
水海道さくら病院

マスター タイトルの書式設定 電話相談・

見学だけでも

大歓迎です!

看護師求人応募をお考えの方へ

地域包括ケアシステムの拠点となる病院

地域の人が

その人らしく生きていくために



水海道さくら病院

マスター タイトルの書式設定

地域包括ケアを担う地域の拠点病院

(コミュニティホスピタル）です。

上戸町病院がある長崎市は、総人口や現役世代人口が減少している中、2025年

には35％に達し、65歳以上の高齢者が総人口に占める割合は約3分の1となっ

ています。複数疾病併存患者、社会課題を抱えた方が増加することが予想され、

これらの患者さんが住み慣れた長崎市および長崎県南部地域で安心して暮らし

続けられるような、包括的・総合的な病院が求められています。

上戸町病院では、地域の患者さんが求めるものを提供したいという思いから、

地域のあらゆるニーズに応える「地域包括ケアシステムの拠点病院（コミュニ

ティホスピタル）」を目指しています。

救急・外来・入院（急性期から回復期まで）・訪問診療に加えて、訪問看護・

居宅介護支援（ケアマネジャー）などの介護サービスを一体で運営する強みを

活かして、身体や認知機能が低下した時も、病状が変化した時も、どのような

状況であっても、外来・入院・在宅医療といった必要なサービスをワンストッ

プで提供し、全人的な医療で「患者さんの一生」をみていきます。

1. 上戸町病院の特徴
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いのちの平等を尊重し、

いつでも、だれもが安心してかかれる病院

1. 上戸町病院の特徴

私たちは、「地域医療を担う医師を地域で育

てる」を合い言葉に、開設当初から取り組ん

できました。

これからは看護師、リハビリ専門職、その他

の医療専門職の多職種が協働して地域の患者

さんに全人的に関わり、地域での生活をささ

えていく必要がある中で、それらの地域医療

人材の育成が求められています。

上戸町病院では、地域医療を支える地域医療

人材を育成することで、病院としても共に学

び成長しながら、地域のみなさまに頼られる

病院を目指しています。

上戸町病院の理念：基本方針はこの一文に

込められています。高齢化が進み、社会的

課題を抱える人が増加している中で、上戸

町病院では、いつでも、だれでも安心して

医療が受けられるよう、医療を必要とされ

る方を分け隔てなく受け入れています。

入院の病室差額室料が無料であることや、経済的な理由から医療を受けること

ができない方を無料または低額で診療できる「無料低額診療制度」を実施して

います。単に病気を治療することにとどまらず、経済的なこと・家族のこと・

暮らしのことなど、みなさんの病気の背景にある様々なお悩み・お困りごとも、

ご一緒に話し合いながら解決していける地域に必要な病院を目指しています。

地域医療人材の育成
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地域の人がその人らしく生きていくことをあらゆる場で援助するために、

プライマリケアを共に担える看護部を目指します。

［ 基本方針 ]

＊民医連の看護の３つの視点を大切に、日々の看護実践に取り組みます

＊看護部で目標を共有し、目標達成に取り組みます

＊自己研鑽に努め互いに高め合います

＊共同組織と共に地域の健康を守る活動に取り組みます

＊被爆者医療と職業病について学び、支援活動に取り組みます

1. 看護部理念

総合診療科/整形外科/リハビリテーション科

2. 診療科目

● 一般急性期病棟60床

＊入院基本料10：1（一般病棟44床＋地域包括ケア病床16床）

● 回復期リハビリテーション病棟44床

● 透析室10床

● 外来

● 手術室

3. 看護師の主な配属先
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２階病棟は一般急性期44床、地域包括ケア16床を有する計60床の病棟です。

急性期から慢性期、リハビリ期、看取り期、検査入院などさまざまな状態に

ある患者様への医療・看護を提供しています。あらゆる状況の患者様へのケ

アを実践しているため、「包括的な看護の力」を身に付けることができます。

また、複雑な問題や多様な課題を抱える患者様に対し、病状だけではなく退

院後の生活や社会的環境にも目を向け、看護を提供しています。医師・看護

師・セラピスト・MSW・栄養士・薬剤師・CM・福祉…など多くの職種と連

携しながら、病院から在宅までそれぞれの専門性を活かし協働する「チーム

医療」と「継続看護」が強みです。

1) 一般急性期病棟

急性期の治療を終え、自宅や施

設、社会復帰など患者様の回復

や退院後の生活を見据えたサ

ポートをしていきます。

2 ) 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟

医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、栄養士、医療ソー

シャルワーカーなど様々な専門職でチームを組み、一人ひとりに合わせたリ

ハビリテーションを提供していきます。看護師はチームの中心となって、多

職種間の橋渡しをする役割を担っています。
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上戸町病院の一般急性期病棟 (3 交代制）

での1日の仕事をご紹介します。
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入職後は各自のこれまでの看護経験に基づいて、クリニカルラダーシステム

により入職者のレベルに合わせた研修に加えて、院内外教育や集合研修等を

行っていきます。わからない事はいつでも聞ける環境で働くことができます。

看護師が理論的な思考と正確な看護技

術を基盤に、ケアの受け手のニーズに

応じた看護を臨地で実践する能力を習

得できる教育を実施します。長崎民医

連看護版クリニカルラダーシステムに

よって、の 4つの力「ニーズをとらえ

る力」「ケアする力」「協働する力」

「意志決定を支える力」に「民医連看

護を実践・継承していく力」と加えて 

5 の力を養います。

クリニカルラダーによる教育とは

当院のクリニカルラダーは、2023年6月に日

本看護協会が公開した「看護実践能力習熟段

階（ラダー）」で、必要に応じ助言を得て実

践する「新人」から、より複雑な状況におい

て創造的な実践を行い、組織や分野を超えて

参画する「Ⅳ」までの5段階のラダーに基づ

いて開発されたプログラムで、個々の実践段

階レベルに応じた研修が受けられます。
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三宅 裕子
宮崎医大1999年卒
日本医師会認定産業医
日本プライマリ・ケア連合学会認定医、認定指導医

院長

近藤 慶
高知医大2004年卒
日本プライマリ・ケア連合学会認定医、認定指導医
初期研修プログラム責任者
家庭医療後期研修プログラム責任者

副院長/総合診療科病棟医長

浦川 伸弘
長崎大学1984年卒
日本整形外科学会専門医、指導医
日本整形外科学会スポーツ医
日本リウマチ学会専門医

整形外科病棟医長

平野 友久
長崎大学1984年卒
日本リハビリテーション医学会認定専門医、指導医

回復期リハビリテーション病棟医長
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看護師の皆さんに、当院の良いところを

一言ずついただきました。

健康の背景には、ＳＤＨ（健康の社会的決定要因）があり、貧困や生活環

境が疾病や健康に作用すると考えられています。上戸町病院は、いつでも、

だれもが安心して、いい医療を受けることができるように、無差別平等を

モットーに日々取り組んでいます。私たち看護師は、患者さんを疾病だけ

でなく全人的に捉え、在宅での生活を見据えた看護を行っています。

(総師長 山本 孝子)

患者の課題に向けて最善な道を模索し、

他職種と連携してそれぞれの専門性を

活かし協働する「チーム医療」が実践

できる病院です。

(一般急性期病棟師長 中ノ瀬 志穂)

患者さんやご家族が安心して療養することがで

きるよう、退院後の生活を見据えた支援ができ

る病院です。

(一般急性期病棟. 副師長 桑原 なつき)

地域包括ケア病床では、患者様の退院後の生活状況を見据えながら、どうア

プローチしていくか、看護師間はもちろん、リハスタッフやMSWとも活発

にディスカッションを行いながら、日々奮闘しています。やりがいを感じる

ことができるチームです。  (地域包括ケア病床. 看護師 岸本 圭)
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看護師の皆さんに、当院の良いところを

一言ずついただきました。

病院の規模が小さく職員数が少ないため、他

部門の職員と気兼ねなくコミュニケーション

が取れます。 (2階病棟主任 吉村 尚子)

院内・院外の多職種スタッフと連携して問題

を話し合い、退院に向けて取り組むことがで

きます。 (3階病棟主任 須崎 茜)

日常生活から自立に向け対応するため厳しい面

もありますが、患者様と共に退院まで頑張った

ことを喜べる病棟です。  

(3階病棟主任  川本 明子)

急に仕事を休まないといけないときは、みんな

で助け合って休みやすい環境を作ってくらます。

子育て中の職員に対して理解ある職場です。

(3階病棟介護福祉士  中村雄太)

奨学金制度があり、入職前から奨学生同士の交流ができ、一緒に学んで働

くことができる環境があります。2階病棟は経験を積んだベテラン看護師も

多く、新人看護に対してもエルダーを中心に全スタッフで協力しながら支

援を行っており、看護師としてのキャリアをスタートさせ活躍できるよう

にサポートしています。 (2階病棟主任 横山 麻耶)
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法人概要 参照：https://www.kenyukai.or.jp/honbu/

経営主体 社会医療法人健友会

所在地 〒850-0953 長崎市上戸町4丁目2番20号

連絡先 TEL：095-879-0705 FAX：095-879-3388

理事長 宮崎幸哉

院長 三宅裕子

職員数 250名

病床数 104床（一般44床、地域包括ケア16床、回復期リハビリテーショ
ン44床）

開設 1982年12月1日

病院概要

https://www.kenyukai.or.jp/honbu/
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担当：社会医療法人健友会 上戸町病院 看護師長室 山本 孝子

TEL：070-7660-5441（業務用携帯）MAIL：t-yamamoto@kenyukai.or.jp

問合せフォーム：右の２次元コードからアクセスください

URL：https://www.kenyukai.or.jp/contact_saiyo/

ご不明点・ご質問がございましたら、お気軽にご連絡下さい。

mailto:t-yamamoto@kenyukai.or.jp
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